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スエヒロタケに対するアロマ精油の抗菌性実験 

 

林 智絵 

  

はじめに 

「スエヒロタケ感染症」をご存知だろうか。

放送大学の植物ゼミで同じ質問をしたところ、

知っているという方は、ひとりもいなかった。

しかし、きのこに心得のある方であれば、は

じめて聞く言葉ではないだろう。「スエヒロ

タケ感染症」については、この通信に同時掲

載の遠藤康伸さんの「ヒトからキノコ」に詳

しいので、ぜひ参照されたい。 

人体にきのこの菌が住み着くのが原因で

あるこの症例は、あの映画「マタンゴ」を彷

彿とさせるからだろうか、認知度が高くなる

につれ、しばしばSNSなどでも、この話題が

取り上げられるようになってきた。暢気に眺

めていると、「きのこに触るな！感染する

ぞ！」のような書き込みに出会うことがある。

誤解されている方もいるのかもしれないが、

きのこに触ったことにより感染したのでは

ない。罹患者のほとんどは、スエヒロタケ(図

1)と接した機会がないそうだ。どこでどのよ

うな経路で感染したのか、いまだ不明なので

ある。 

ただでさえ、“気持ち悪い”と敬遠される

きのこである。これ以上、わたしの愛するき

のこが悪評に晒されるのは耐えられない。 

そこで、わたしに出来ることはないだろう

かと考えた。そうだ！身近にあるもので誰で

も簡単に予防できる方法を見つければ、きの

こに対する風当たりも少しは和らぐかもし

れない、と思うようになった。 

 “身近にあるもので誰でも簡単に”がポイ

ントである。特別な器具や高価な薬品を使う

ようでは意味がない。そこで、アロマ精油を

利用することを思いついた。 

植物の一部を蒸留し、匂い成分を抽出した

アロマ精油には、強い抗菌性をもつものがあ

り、いまでも日常的に利用されている。たと

えば、シナモンの香り成分に多く含まれるシ

ンナミックアルデヒドという成分は強い抗

菌性があることが知られており、古くはミイ

ラの防腐剤などにも使われていた 1)。 

また、アロマ精油を利用する利点として、

人体に対して副作用が少ないということが

あげられる。化学療法の基本は病原菌を排除

することであり、そのため広範囲の抗菌スペ

クトル（抗菌剤が増殖阻止作用を示す感受性

微生物の示す範囲）をもつ抗生物質を使用す

ることが多く、常在菌まで排除されてしまう

 

図1 スエヒロタケ (Schizophyllum commune) 

(写真提供：入佐城司） 
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が、アロマ精油のもつ抗菌性は、常在菌の微

生物フローラを壊さず作用する 2）ことが知ら

れている。 

もし、スエヒロタケに対する抗菌性をもつ

アロマ精油があれば、これは利用する価値は

高いのではないか。 

 

材料と方法 

いくつかの文献をあたり、アロマ精油のう

ち抗菌性があると明記されているもの 2) 3）を

７種類ピックアップし、さらにローズマリー

とプチグレンを加えて全部で９種類を用意

した（表１）。 

 

さて次に、抗菌性の評価法をどうするか。

調べてみたところ、身の回りに溢れている抗

菌グッズは、ほとんどが試料表面に直接、抗

菌成分を塗布するか、抗菌成分を混合した培

地で菌類や細菌などを培養するなどで評価

している 4) 5) そうだ。 

しかし、わたしの場合、アロマ精油を揮発

させることにより、スエヒロタケの感染を防

ぎたいという目的があるので、揮発させたア

ロマ精油の成分をスエヒロタケに暴露させ、

その菌糸が成長するかを観察する「揮発ガス

暴露法」の裏返しペトリ皿法 6)を工夫し、応

用することにした (図２)。 

ポテトデキストロース寒天培地 (φ90 mm)

の端にスエヒロタケの栄養菌糸を接種し、上

下反転した。蓋部に白色ワセリンを塗布し、

その上に固定させた濾紙に、アロマ精油を

100 μL 滴下した。シャーレの周辺をテープ

で巻いて密閉し、25℃に保たれた孵卵器で培

養して、菌糸の伸長を観察した。 

 
 

結果 

 正直なところ、わたしは結果に対しあまり

期待していなかった。抗菌性を求めるにして

は、滴下するアロマ精油の量が少なすぎるよ

うな気がしていたし、そもそも匂いの成分だ

けで、菌糸の成長を抑えることが出来るのか

懐疑的であったからだ。 

ところが、それはすぐに杞憂に終わった。

アロマ精油を滴下したシャーレのスエヒロ

タケの菌糸の伸長が抑制されていることが、

一見してわかったからだ (図３)。 

結果は、プチグレン以外のすべてのアロマ

精油は、スエヒロタケの菌糸の成長を抑制し

た (図４)。 最も強い菌糸の伸長抑制が認め

られたのは、ペパーミント精油であった。次

いで、シナモン、スペアミント、ラベンダー

の順に、菌糸の成長抑制がみられた。 

 

なにもしない対照の菌糸の伸長を100とし

た場合、これらは、およそ30 ％以下の成長

に抑えた。この４種のアロマ精油は、スエヒロ

タケに対して、充分に抗菌作用があるといっ

てもいいだろう。 

表1 実験に使用したアロマ精油の一覧 

ローズマリー * シナモンリーフ 

プチグレン * ティーツリー 

ユーカリ ライム 

ペパーミント スペアミント 

真正ラベンダー  

*  抗菌作用があるという文献はない 

 
図2 裏返しペトリ皿法を工夫し、応用した。 

 
     対照        ペパーミント 

図3 スエヒロタケの栄養菌糸培養 8日目 
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考察 

２年前の千葉菌類談話会通信 33 号に投稿

した「キノコとあやしい培地、そして培養菌

糸のこと」でも触れたが、自然由来の素材を

使って実験するのは難しい。 

アロマ精油も同じで、ひとつの精油には、

何十種類という多くの成分が含まれており、

それらは条件により多様に変化し、その効果

も変わってくるからだ。 

この実験も、違う結果になるのではないか

とドキドキしながら、４回以上、繰り返した

が、すべて同じ結果となった。 

そのようなことからも、ペパーミント精油

には、スエヒロタケに対する明らかな抗菌性

が認められ、スエヒロタケ感染症の予防にも

利用できる可能性があると提唱したい。 

ただ、スライド会の質疑応答でもあったよ

うに、アロマ精油の滴下量を変えた実験では、

その滴下量と抗菌効果には相関関係があり、

滴下するアロマ精油が少ないと抗菌作用も

弱まるという結果が、わたしの実験では確認

されている。 

広い室内でどのくらいのペパーミント精

油を揮発すれば、期待できる効果が得られる

のか、まだまだ研究が必要だと感じている。

さらに強い抗菌作用を持つアロマ精油を見

つけるのも一考だろう。 

面白いことに、２種類以上のアロマ精油を

ブレンドして抗菌実験をしてみたところ、顕

著な相乗効果が得られ、また耐性もつきにく

かった 7) という報告がある。 

さっそく、この研究論文をもとに、スエヒ

ロタケに対して抗菌作用のあった２種類以

上のアロマ精油をブレンドして実験したと

ころ、その報告を裏付ける興味深い結果がで

ている。まだ、発表できる段階ではないが、

確信の持てる結果となれば、また報告したく

思っている。 

 

それはそうと、アロマ精油のいい匂いに囲

まれての実験は、心穏やかで楽しいものに

なった。アロマ精油には、抗菌作用のほかに

も、心と身体をリラックスさせる効果もある

そうな。ぜひ、皆さまもお試しください。 
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図 4  各アロマ精油がスエヒロタケ菌糸の伸長に及

ぼす影響（スエヒロタケの培養 8日目） 

 


